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共通作業、ブレーキ装置一

共通作業

ホイールアンドタイヤ取外し／取付け

・ホイールアンドタイヤ取外し／取付けについて

は特に記載していない。ホイール・ナットの締付
けが必要である場合は、締付けトルク89～117N．m

｛9.0～12．Okgf･m}で締付ける。

ブレーキ・ライン切離し

注意

●ブレーキ・フルードが塗装面に付着しないよう
注意する。もし、付着した場合は、すぐに水で
洗い流す。

●ブレーキ・ラインを切離した場合は、取付け後ブ
レーキ・フルードを補給し、エア抜き、フルード
漏れ点検を行う。

ブレーキ・パイプ・フレア・ナット締付け

●ブレーキ・パイプ・フレア・ナットはSST(49
0259770B)を使用して締付ける。

コネクタ切離し

･コネクタを切離す場合はバッテリ（－）端子を取
外す。

ABS関連部品

●ABS関連部品を作業した場合は、サービス・

コードがメモリされていないか確認する。メモリ
されている場合はサービス・コードの消去を行
う。（参照：自己診断機能、アンチロック・ブレー

キ・システム、修理後の手順）

P－2

ブレーキ装置

エア抜き

注意

･エア抜き中は、リザーバ内のフルードを3／4

かそれ以上のレベルに保つ。

oマスタ・シリンダより一番離れているブレー

キ・キャリパからエア抜きを行う。

1.ブレーキ・キヤリバのブリーダ・キャップを取外
し、ビニール・ホースをブリーダ・スクリュに接
続する。

2.ビニール・ホースのもう一方を透明な容器に入
れ、エア抜き中はホースの端をブレーキ・フルー
ドに浸しておく。

3.2人作業で行い、一方の作業者がブレーキ．ペダ

ルを数回踏み込み、踏んだままの状態を保持す
る。

4.もう一方の作業者は、ブレーキ・ペダルを踏み込
んでいる間にSSTを使用してブリーダ．スク

リュを緩め、エアの入ったフルードを抜き、再
び、ブリーダ・スクリュを締付ける。

締付けトルク

5.9～8.8N･m{60～90kgf･cm)

垂770】呂

5.上記3，4の作業をビニール・ホースからエアが
出なくなるまで繰り返し行う。

6.すべてのブレーキ・キャリバについて上記の手順
でエア抜きを行う。

7.エア抜き後、以下の点検を行う。
（1）ブレーキの作動

（2）フルード漏れ

（3）フルード量

〆
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ブレーキ装置

バキユーム・ライン点検
1.プライヤ等を使用して、パワー・ブレーキ・ユ

ニットからインテーク・マニホールド間のバ

キユーム・ホースを取外す。

2.バキユーム・ホースのパワー・ブレーキ・ユニッ

ト側から息を吹き込んだ時、インテーク・マニ

ホールド側に息が通じ、逆にインテーク・マニ

ホールド側から息を吹き込んだ時パワー・ブレー

キ・ユニット側には息が通じないことを確認す

る。

3.内部のチェック・バルブ内に不具合があれば、バ

キユーム・ホースと一体で交換する。

◆

ブレーキ・ペダル点検
ペダル高さ点検

・ペダル・パッド上面の中央からフロア・カーペッ

トまでの寸法を測定し、標準値内であることを確

認する。

ペダル高さ（参考値）

171～181m

図

ペダル高さ調整

1.ストップ・ライト・スイッチのコネクタを切離

す。

2.ロツクナツトBを緩めて、ストップ・ライト・ス

イッチAのボルトをペダルと接触しない位置まで

戻す。

3.プッシュ・ロッドCのロツクナツトDを緩め、

プッシュ・ロッドを回してペダル高さを調整す

る。

4.ストップ・ライト・スイッチAのボルトとペダ

ル・ストッバのクリアランスが規定値になるよう

に、ボルトをロックナツトBで固定する。

規定値

0．1～1.Om

締付けトルク

14～17N．m{140～180kgf･cm}

5.ストップ・ライト・スイッチのコネクタを接続す

る。

6.調整後、ペダルの遊び、ストップ・ライトの点灯

等を点検する。

○

］熊’
，

C

B

ﾝキー
nl～10.1～1.0mm

A

ペダル遊び点検

1.ペダルを数回強く踏み込み、パワー・ブレーキ・

ユニット内の負圧をなくしておく。

2.スナップ・ピンを取外し、フォークの穴の位置と

ペダルの穴の位置が一致していることを確認して

スナップ・ピンを取付ける。

3.ペダルを指で軽く押し、遊びが標準値であるか測

定する。

標準値

4．0～8．4mm

ペダル遊び調整

1.スナップ・ピンとクレビス・ピンを取外す。

2.ロツクナツトDを緩めプッシュ・ロッドCを回し

て、フォークのピン穴位置とペダルのピン穴位置

を合わせる。

3.クレビス・ピンを挿入し、スナップ・ピン止めす

る。

4.ロックナツトDで固定する。

締付けトルク

24～34N･m{2.4～3.5kgf･m}

5.調整後、ペダルの高さ、ストップ・ライトの点検
等を点検する。

P一s

囮



ブレーキ装置

/ヂ津

ペダル踏み残り代点検

1.エンジンを始動し、ペダルを踏力588N{60kgf}で
踏み込んで止まった位置のペダル・パッド中央と
床板との隙間が標準値であるか測定する。

鰯

ストップ・ライト・スイッチ点検
1．ストップ・ライト・スイッチ・コネクタを切離

す。

2．サーキット・テスタを使用して、導通が下表のよ
うになることを確認する。

○一○：導通あり

'

標準値

95nwn以上

零
『

2．踏み残り代が標準値以下であれば、エア抜き作業
を行う。
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3．上表の通りでない場合は、ストップ・ライト・ス

、 イッチを交換する。

踏み残り代

日ョブレーキ・ペダル取外し／取付け
1･ストップ・ライト・スイッチ・コネクタを切離す。
2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。 gl>

N･m{kgf･m}

P－4

1 スナップ・ピン

2 クレビス・ピン

3 リターン・スプリング

4 ブレーキ・ペダル

5 ガイド・パイプ

6 ブッシュ

7 ストップ． ラバー

8 ペダル・パッド

9 ストップ・ライト・スイッチ

状態
端子

A B

ブレーキ・ペダルを踏んだ時 ○一一一－－－○

ブレーキ・ペダルを踏まない時



ブレーキ装置

マスタ・シリンダ取外し／取付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

｝

囮８
０

・
３

２
１

１
１

｝

〕~四ｲ2.0~3_010

ゾ

E画＊

＊

49025977鮨
N･m{kgf｡m}

マスタ・シリンダ取付け時の留意点
埋込みタイプ(ABS付車）

1.SSTのアジヤスト・ナットを緩める。

2.SSTをパワー．ブレーキ．ユニットに取付け、

ナットアンドワッシャを規定トルクで締付け

る。

P一s

1 フルード・レベル・センサ・コネクタ

2 ブレーキ・パイプ

3 コネクタ・ボルト

4 ナット、ワッシャ

5 プロボーションニング・バイパス・バルブアンド

ブラケット

6 マスタ・シリンダ

壷取付け時の留意点

7 Oリング(ABS付車）
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ブレーキ装置

締付けトルク

9.8～16N･m{100～160kgfocm}
0 4 0 0

B:アジャ
トとア
ゲージ

間に、

る場合

3.バキユーム・ポンプを使用して、パワー・ブレー

キ・ユニットに66.7kPa{500mmHg}の負圧をかけ
る。

(1)A部(SSTボデーとマスタ・シリンダ間）にす
き間がある場合

①SSTを取外し、図示箇所aの寸法をノギスで
測定する。

②この寸法をaと記録しておく。

！
4.SST側プッシュ・ロッドを、パワー・ブレー

キ・ユニットのプッシュ・ロッド先端に当たるま
で押込む。

5.その状態で、アジヤスト・ナットをSSTボデー
に当たるまで軽く締込む。

／

|’04300

五00面

③SSTを再度マスタ・シリンダに取付け、SS
Tボデーとマスタ・シリンダとのすき間が0
皿になるようにアジヤスト・ナットを回す。

④すき間が0皿になった時の図示寸法bをノギス
で測定する。

アジヤ

6.SSTをパワー・ブレーキ・ユニットから取外
す。

7.取外した状態で保持したままSSTを反転させ、
図示のようにマスタ・シリンダのボデーに当て
る。

8.この時のSSTと、マスタ・シリンダの図示箇所
のすき間により、プッシュ・ロッド・クリアラン
スを測定する。

／
04300

ここの

アジヤ

⑤b寸法からa寸法を引いた値が、パワー．ブ
レーキ・ユニット・プッシュ・ロッドの突出し
量である。

⑥SSTを使用して、この突出し量と同じだけパ
ワー・ブレーキ・ユニットのプッシュ・ロッド
を短くする。

P- S

測定条件 調整の必要の有無

A部にすき間がある場合 プッシュ・ロッドを短くする
B部にすき間がある場合 プッシュ・ロッドを長くする
A、B部、いずれにもす

き間がない場合
調整の必要なし



ブレーキ装置

9.マスタ・シリンダを取付ける。
』BO43

：
標準タイプ(ABS無車）

l.マスタ・シリンダの上にSSTを置き、アジャス

ト・ボルトの先端がピストンのプッシュ・ロッド

挿入穴底部に接する位置まで、アジャスト．ボル

トを締込む。

’

B部(SSTボデーとアジヤスト。ナット間）に

すき間がある場合

①SSTのプッシュ．ロッF先端が、マスタ．シ

リンダ・ピストンの底部へ当たるまで指で軽く

押込む。

(2)

2.バキユーム・ポンプを使用して、パワー・ブレー

キ・ユニットに66.7kPa{500mmHg}の負圧をかけ

る。

3.この状態で、lでセットしたSSTの反対側を、

パワー・ブレーキ・ユニットにセットする。

4.SST端とパワー・ブレーキ・ユニットのプヅ

シュ・ロッドのすき間がOmmであることを点検す

る。

囮
②この状態でSSTボデーとアジャスト．ナット

のすき間をシクネス・ゲージで測定する。

一
《

〆
’

字ﾐ蓮だ豆乏

=雪屋､

皇曼

禧 5.すき間が0皿でない場合は、プッシュ・ロッドを

回して0mに調整する。③この値がパワー・ブレーキ．ユニット．プッ

シュ・ロツ膜の突出し不足量である。

④SSTを使用して、この突出し不足量と同じだ

けパワー・ブレーキ・ユニットのプッシュ．

ロッドを長くする。

6.マスタ・シリンダを取付ける。
ｰ

P－7



ブレーキ装置

ブレーキ・フルード・レベル・センサ点検
1･ブレーキ・フルード・レベル・センサからコネク

タを切離す。

2．ブレーキ・フルード量における端子間の導通を点
検する。

○一○：導通あり

うI)

3.上表の通りでなければ、

ベル・センサを交換する。
ブレーキ・フルード・し

雪
、
ｉ
１
ｊ
ク
〃

P- S

端子 A B

状態
MINより上側

MINより下側 ○一一一○



ブレーキ装置

マスタ・シリンダ分解／組付け

注意

●マスタ

●マスタ

･シリンダ・ボデーに不具合がある場合は、マスタ・シリンダ．アッセンブリを交換する。
･シリンダをバイスに固定する場合はフランジ部を固定する。

1.図に示す手順で分解する。

2.分解と逆の手順で組付ける。

○
●
や

1

囮
⑧

S無車AB

333

～

2

1.47

5｝

ABS付里

2）1.0~1.4{10~15）2.0～2.4{20～25） 11

･m{kgf･cm}6:9～9.8{70～1”｝

l フルートレベルセンサ

2ス クリ ユ

3リザーブタンクアッセンプリ

4プソシュ

ストップ・ピン、Oリング(ABS付車）

壷取付け時の留意点

’
８
９
肥

７ スナップ・リング(ABS無車）

スナップ・リング、スペーサ(ABS付車

プライマリ・ピストン・アッセンブリ

セカンダリ・ピストン・アッセンブリ

）

セット・ボルト、Oリング(ABS無車）

面取付け時の留意点

マスタ・シリンダ・ボデー

セット・ボルト、Oリング(ABS無車）組付け
時の留意点

1．セット・ボルトに、新品のOリングを取付ける。

2.プライマリ・ピストンを押込んだ状態で、セット・

ボルトをマスタ・シリンダに取付け、締付ける。

締付けトルク

2.0～2.4N･m{20～25kgf･cm}

P－g



ブレーキ装置

ストップ・ピン、Oリング(ABS付車）組付け
時の留意点

1.ストップ・ピンが貫通する向きに、セカンダリ・
ピストン・アッセンブリを押込む。

2.ストップ・ピンに、新品のOリングを取付ける。
3.ストップ・ピンを取付ける。

締付けトルク

6.9～9.8N･m{70～100kgf･cm}

4･セカンダリ・ピストン・アッセンブリがストッ

プ・ピンで固定されていることを確かめてから、
セカンダリ・ピストン・アッセンブリを押込むの
をやめる。

パワー・ブレーキ・ユニット点検

注意

。以下の点検方法は、パワー・ブレーキ・ユニッ

トの機能をおおまかに判断できる簡易点検であ
る。

●パワー・ブレーキ・ユニットに不具合がある場
合は、パワー・ブレーキ・ユニットをアッセン
ブリで交換する。

テスタを使用しない方法
作動点検

1．エンジン停止状態で、数回ペダルを踏む。
2．ペダルを踏み込んだ状態で、エンジンを始動す

る。

3．エンジン始動直後、ペダルがわずかに下がれば良
好である。

気密機能点検

1.エンジンを始動する。

2．1～2分間運転させた後、エンジンを停止する。
3.通常ブレーキ踏力で、ペダルを踏み込む。
4．1回目はペダル・ストロークが大きく、2～3回
ペダルを踏み込むにしたがって、ペダル・スト
ロークが小さくなれば良好である。

注意

●不良の時は、チェック・バルブ、およびバ

キユーム・ホースの破損、取付け状態を点検

し、修正した後に、再度点検を行う。

負荷気密機能点検

1.エンジンを始動する。

2.通常の踏力でペダルを踏む。

3.その状態でエンジンを停止する。

4.約30秒間、ペダルを踏み込んだ状態を保つ。

5．この時、ペダルの高さが変化しなければ良好であ
る。

テスタを使用する方法
点検前の準備

●SST，バキューム．ゲージ、踏力計を図で示す

ように接続し、SSTとブレーキ．ラインのエア
抜きを行う。

注意

・バキユーム・ゲージ、踏力計は市販品を使用す
る。

●SSTのエア抜きは、エア抜きバルブAで行
う。

…
無負荷機能点検

1.エンジンを始動する。

2.バキユーム・ゲージの値が66.7kPa{500mmHg}･に達
したら、エンジンを停止する。

3.エンジン停止後、15秒間のバキユーム値の低下を
測定する。

4.低下量が3.3kPa{25mmHg}以下であれば良好であ
る。

負荷気密点検

1.エンジンを始動する。

2.ブレーキ・ペダルを196N{20kgf}で踏み込む。
3.ペダルを踏み込んだ状態で、バキユーム・ゲージ

が66.7kPa{500mmHg}になればエンジンを停止す
る。

P-10
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ブレーキ装置

4.エンジン停止後、15秒間のバキユーム値の低下を
測定する。

5.低下量が3.3kPa{25mmHg}以下であれば良好であ
る。

無倍力作動点検

●エンジン停止の状態、すなわち、バキューム値が

0の時、踏力と液圧の関係が標準値であれば、良
好である。

プロポーショニング・バイパス・パルプ点検
1.SSTをプロボーショニング・バイパス・バルブ

のマスタ・シリンダ側とリヤ・ブレーキ側に接続

する。

2.ブレーキ・ラインとSSTのエア抜きを行う。

3.マスタ・シリンダ側とリヤ･ブレーキ側の液圧を
倍力作動点検

1.エンジンを始動し、バキユームが66.7kPa{500

mmHg}に達したとき、ブレーキ・ペダルを踏み込
む。

2.このときの踏力と液圧の関係が標準値であれば、

良好である。

測定する。

③
04300

匙
ア抜き
ルプ

エ
バ

■､鞆詰蓉パワー・ブレーキ・ユニット取外し／取付け
1.マスタ・シリンダを取外す。（参照：ブレーキ装

置、マスタ・シリンダ取外し／取付け）

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

-

葛

､
諺

N･m{kgf．m}

P-11

1 バキユーム・ホース

2 スナップ・ピン

3 クレビス・ピン

4 ナット

5 パワー・ブレーキ・ユニット

6 ガスケット

踏力N{kgf} 液圧kPa{kgf/cm2}

196{20} 1080～1170{11～12}

踏力N{kgf} 液圧kPa{kgf/cm2}

196{20} 5200～5490{53～56｝



ブレーキ装置

液圧標準値

kPa{kgf/cm2}

▲
日
日
パ

リ
ヤ
・
ブ
レ
ー
キ
側
液
圧

A B坤
マスタ・シリンダ側液圧

4.液圧が標準値内にない場合はプロポーショニン

グ・バイパス・バルブを交換する。 ､I>

プロポーショニング・バイパス
1.図に示す手順で取外す｡

2.取外しと逆の手順で取付ける。

バルブ交換

〆ダぢち
／

〆

／

ﾖ01ｺ【

謬野

Fﾆエ､、

、
．
Ｉ
ノ

輪 120｝

輪

＊

490259770B

N･m{kgf．cm}

P-12

A A
ア

B B
7

3920{40｝
3920±295

{40±3｝
5880{60}

4850±390

{49.4±4｝

1 ブレーキ・パイプ

2 ボルト

3 プロボーシヨニング・バイパス・バルブ

4 ブラケット



ブレーキ装置

フロント・ブレーキ（ディスク）点検
ディスク・パッド点検
1.ディスク・パッドの厚さを点検する。

限度値

2．0mm

2.限度値以下の場合は、パッドを新品と交換する。

ディスク・プ.レート厚さ点検

1.ディスク・プレートの厚さを測定する。

注意

・オフ・ザ・カー研削機で研削すると振れが増加

するので使用しない。

限度値

18mm

加工限度値

18．8mm(オン・ザ・カー研削機を使用する）

2.限度値以下の場合はディスク・プレートを新品と

交換する。

ディスク・プレートの振れ点検
1.ホイール・ベアリングにガタがないことを点検す

る。（参照：セクションM、フロント・アクスル、

ホイール・ハブ、ステアリング・ナックル点検、

ホイール・ベアリングのガタ点検）

2.マグネット・ベース付きダイヤル・ゲージを使用

して、ディスク・プレートの振れを測定する。

振れ限度値

0.05m(外周より10mm内側で測定）

3.限度値以上の場合はディスク・プレートを新品と

交換する。

P-13
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ブレーキ装置

フロント・ブレーキ（ディスク）取外し／取付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

3･取付け後、ブレーキ・ペダルを数回踏み込み、引きずり引きずりがないことを確認する。

M10:45～53{4.5～5.5}

②M12:78~88{8.0~9.0}

ｱ穂健二 噸F，

蓼

C

づりづりづり

’I>＊

490259770B

N･m{kgf｡m}

要
７

P-14

1 ブレーキ・ホース

2 ロック・ボルト

3 キャリバ

4 スプリング

5 ディスク・パッド

唾取付け時の留意点
q

CO

芽,2．．．.‘

6 シム

7 ボルト

8 マウンテイング・サポート
9 ガイド・プレート

10 ディスク・プレート

面取外し時の留意点

露取付け時の留意点



ブレーキ装置

ディスク・プレート取外し時の留意点
・ディスク・プレートを取外す時は、取付ける時の

目印として、ホイール・ハブ・ボルトとディス

ク・プレートに合マークを付けた後、取外す。

ディスク・プレート取付け時の留意点
1.ディスク・プレートとホイール・ハブの接触面に

付着している錆やごみを取除く。

2.ディスク・プレートを取外し時に付けた合マーク
に合わせてホイール・ハブに取付ける。

ディスク・パッド取付け時の留意点

1.ピストンの露出部をきれいに清掃する。

2.SSTを使用して、ピストンを押し込む。

3.ディスク・パッドを取付ける。
マーク

49022160

ディスク・パッド（フロント）交換
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

５
０

●
｛

５
９

一
一

５
０

●
－

４
８

１
１

弱
肥

一
一

輻
泊

●
●
●
凸

０
２

１
１

Ｍ
Ｍ①

轡

○『餐 寵？

③SST

唱迅

§ごぅ
角室

N･m{kgf．m}

P-15

1 ロック・ボルト

2 スプリング

3 ディスク・パッド

蔭ブレーキ装置、フロント・ブレーキ（ディス

ク）取外し／取付け、ディスク・パッド取付け

時の留意点

4 シム

5 ガイド・プレート
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キャリパ（フロント）分解／組付け
1.図に示す手順で分解する。

2.取外しと逆の手順で組付ける。

ピストン・シール分解時の留意点

・SSTを使用して、キャリバ・ボデーからピスト

ン・シールを取外す。

5.9～8.8｛

細”

④
図 リヤ・ブレーキ（ディスク）点検

ディスク・パッド点検

1.ディスク・パッドの厚さを点検する。

謬虹
葛 限度値

1.0mm

2.限度値以下の場合は、パッドを新品と交換する。
N･m{kgf･cm}

ピストン分解時の留意点

ディスク・プレート厚さ点検
1.ディスク・プレートの厚さを測定する。注意

●ピストンが飛び出さないように、ゆっくり圧縮
空気を吹き込む。

雪
毛

、

1

ノ

注意

・オフ・ザ・カー研削機で研削すると振れが増加
するので使用しない。●キヤリバに木片をはさみ、ブリーダ・スクリュー

取付け穴から圧縮空気を吹き込んで、ピストンを
キャリバから取外す。 限度値

8mm

加工限度値

8．8mm(オン・ザ．カー研削機を使用する）

2．限度値以下の場合はディスク・プレートを新品と
交換する。

ディスク・プレートの振れ点検
（参照：ブレーキ装置、フロント・ブレーキ（ディス
ク）点検、ディスク・プレートの振れ点検）

P-16

1 ダスト・シール

2 ピストン

壷分解時の留意点

3 ピストン・シール

壷分解時の留意点

4 ブリーダ・キャップ、ブリーダ・スクリュ
5 キャリバ・ボデー



ブレーキ装置

リヤ・ブレーキ（ディスク）取外し／取付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

3.取付け後、ブレーキ・ペダルを数回踏み込み、引きずりがないことを確認する。

蝿侭

②22

鐘〉

謡認 ④肋0~,8（

念

罰ﾐ戸 /〃

N･m{kgf･m}

霧
、
、
０
８
０
コ
〃

ディスク・パッド取付け時の留意点

1.六角レンチを使用して、マニュアル・アジャス

ト・ギヤを反時計方向に回し、ピストンを引き戻

す。

2.ディスク・パッドを取付ける。

3.マニュアル・アジヤスト・ギヤを時計方向に回

し、デイスク・パッドがディスク・プレートに軽

く触れたら反時計方向にl/3戻す。

P－1ア

1 パーキング・ブレーキ・ケーブル

2 コネクティング・ボルト

3 ブレーキ・ホース

4 プラグ

5 キャップ、ロック・ボルト

6 Mスプリング

7 ディスク・パッド

面取付け時の留意点

8 シム

9 キャリパ

10 マウンティング・サポート

1l ガイド・プレート

12 ディスク・プレート

面ブレーキ装置、フロント・ブレーキ（ディス

ク）取外し／取付け、ディスク・プレート取外

し時の留意点

唾ブレーキ装置、フロント・ブレーキ（ディス

ク）取外し／取付け、ディスク・プレート取付

け時の留意点



ブレーキ装置

ディスク・パッド（リヤ）交換
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

一一一~‐・ー

11 J～16C

の

『r河口貢伽叩二tﾉ珍非

多雪空蕊
ｉ

擬
恥 炉

供？

一

N･m{kgf．m}

一

P－18

1 フラグ

2 キャップ、ロック・ボルト
3 Mスプリング

4 ディスク・パッド

蔭ブレーキ装置、リヤ・ブレーキ（ディスク）取
外し／取付け、ディスク・パッド取付け時の留
意点

5 シム

6 ガイド・プレート



ブレーキ装置

キャリパ（リヤ）分解／組付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

1

2

3

4

5

6

7

8

－

~面

樹

ダスト・シール

ピストン

庫分解時の留意点

壷組付け時の留意点

マニュアル・アジャスト・ギヤ

スナップ・リング

アジヤスト・ボルト

Oリング

コネクティング・リンク

ピストン・シール

零

N･m{kgf｡m}

唾ブレーキ装置、キャリバ（フロント）分解／組

付け、分解時の留意点

9 スプリング

10 オペレーティング・レバー

l1 ブーツ

12 ブリーダ・キャップ、ブリーダ・スクリュ

13 ブーツ

14 ブーツ

15 キャリバ・ボデー

｝

P一

ピストン分解時の留意点

・六角レンチを使用して、マニュアル・アジヤス

ト・ギヤを時計方向に回し、ピストンを引き出

す。（マニュアル・アジャスト・ギヤが簡単に回る

ようになるまで回す｡）

ピストン組付け時の留意点

・ピストンをキャリバ・ボデー内に挿入し、ピストンをキャリバ・ボデー内に挿入し、六角レ

ンチを使用して、マニュアル・アジャスト・ギヤ

を反時計方向に回し、ピストンを充分引き込む。

（マニュアル・アジャスト・ギヤが停止するまで

回す｡）

19



パーキング･ブレーキ装置

パーキング・ブレーキ装置

パーキング・ブレーキ点検
1.パーキング・ブレーキ・レバーを2～3回操作す

る。

2.ブレーキ・ペダルを2～3回踏む。

3.パーキング・ブレーキ・レバーを操作力98N{10
kgf}でゆっくり引き、“カチッ、カチッ”という作
動音を数えて引き代を点検する。

標準値

5～7ノッチ

4．標準値外の場合、引き代の調整を行う。

パーキング・ブレーキ調整
1.エンジンを始動させ、ブレーキ･ペダルを2～3
回踏みオート・アジヤストを作動させる。

2.エンジンを停止する。

3.パーキング・ブレーキ・レバーを操作力98N{10
kgf}で2～3回操作し、レバーを完全に戻す。

4.アジヤスト・スクリュを締め込み、標準値に調整
する。

5．調整後パーキング・ブレーキ・レバーをlノッチ
引いた時、パーキング・ブレーキ・ワーニング．
ライトが点灯することを確認する。

6．リヤ・ブレーキに引きずりがないことを確認す
る。

P-20

パーキング・ブレーキ・レバー取外し／取付
け

1．図に示す手順で取外す。‘

2.取外しと逆の手順で取付ける。

3．パーキング・ブレーキ・レバー・ストロークを調
整する。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

19～25

{1.9～2.6）

弁

言
／

スクリユ

カノ、－

ホルト

ハーキング・ブレーキ・スイヅチ

アツヤスト・ナット、クリップ

キャップ

スプリング

ホノレト

ハーキンク・ブレーキ・レバー

N･m{kgf．m}
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パーキング・ブレーキ装置

パーキング・ブレーキ・ケーブル取外し／取付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

3．パーキング・ブレーキ・レバー・ストロークを調整する。

19～

7．9

{80

篝つ

19～25{1.9～2.6｝
19～25{1.9～2.6｝

1 アジャスト・ナット、クリップ 4 フロント・ケーブル

2 クリップ 5 リヤ・ケーブル

3 スプリング

P-21
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アンチロック．ブレーキ・システム(ABS)

アンチロック・ブレーキ・システム
(ABS)

ABSハイドロリック・ユニット点検
作動点検

1.バッテリが充電されていることを確認する。

2.エンジンを始動しABSワーニング・ライトが消
灯することを確認する。

3.エンジンをOFFにする。

4.車両をジャッキ・アップし、安全スタンドで支え
る。

5.シフト位置をニュートラルにする。(AT車はNレ
ンジ）

6.パーキング・ブレーキを解除する。
7．4輪が回転するか確認する。

8.点検する車輪を手で回して、ブレーキの引きずり
がないか確認する。引きずりがあれば、通常のブ
レーキ・チェックを行う。

注意

●故障の原因となるためダイアグノシス・コネク
タの短絡位置を絶対に間違えないこと。

9.エンジン・ルーム左側のダイアグノシス・コネク
タのTBS端子をGND端子と短絡させる。

囎
悪

GND

BS

10．2人作業で1人はブレーキ・ペダルを踏みこん
で、もう1人は点検する車輪を回す。

11.ブレーキ・ペダルを踏みこんだままの状態でイグ
ニッション・スイッチONにし、HUからソレノ

イド作動音がして、同時に車輪が図示のタイミン

グで減圧され約0.5秒間回転することを確認する。

ON

IGSWOFF

ﾉｩﾚブ

作動

減圧
ノーマル

0．51．50．51．50．5

章斗竺鼻竺脅

FRFL

R儲

ﾄー型

ON

モータOFF
作動

罪ﾆﾝグ．点灯
ライト 消灯

12.イグニッション．胆.イクニツシヨン・スイッチOFFにして9．で接

続した端子を取外す。

13.ホイールが回転しない場合、HUを交換する。ホ

イールは回転するが、順序が上記の通りでない場

合はHUへのブレーキ・バイピングを点検する。

参考

●以上の作動点検で、以下の事項が正常であるこ
とが確認できる。

(1)HUへのブレーキ・パイプの配管が正常なこ
と。

(2)HU内部を含めたブレーキ油圧系に大きな異常
がないこと。

(3)HU内部の電気系（ソレノイド、モータ等）が
正常なこと。

(4)ABSCU、およびHU内部の出力系（ソレ

ノイド、リレー系）ハーネスが正常なこと。
。但し、以下のことは確認できない。

(1)ABSCUの入力系ハーネス、および部品
(2)HU内部の油圧系の微小な漏れ

（3）間欠的におこる上記（1）～（4）の異常

ABSモータ点検

ハーネスを含めた点検

1.イグニッション・スイッチOFFでABSCU
のコネクタを切離す。

2.ABSCUのコネクタにSSTを接続する。

3．この状態で下記端子間の抵抗値毒測定する。
X端子一アース間

標準抵抗値1Q以下

4.異常がある時はABSモータ単体点検を行う。

P-22
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アンチロツク．ブレーキ．システム(ABS)

ABSモータ単体点検

1.イグニッション・スイッチOFFでHUの2極コ

ネクタを切離す。

2.この状態で下記端子間の抵抗値を測定する。

A端子一アース間

ソレノイド・バルブ点検

バルブ・リレーを含めた点検

1.イグニッション・スイッチOFFでHUの12極コ
ネクタを切離す。

2.HU側コネクタのA端子-D端子間に12V加えた

状態で、下記端子-B端子間の抵抗値を測定する。

標準抵抗値1Q以下

標準値

3.HUの2極コネクタA端子一アース間に12Vを加

えた時、モータ音が聞こえることを確認する。

4.異常がある時はHUを交換する。

5.異常がない時はモータ・リレー、ヒューズ、ハー

ネスを点検、修理する。

粉諺 柔HH
ー

I0 CI

3.異常がある時はバルブ・リレーの点検及びソレノ

イド・バルブ単体点検を行う。

4.異常がない時はABSCU-HU間のハーネス

を点検、修理する。

ソレノイド・バルブ単体点検

1.HUを取外す。

2.バルブ・リレーを取外し、バルブ・リレー取付け

端子XとHUの12極コネクタ下記端子間の抵抗値

を測定する。

標準値

詞傭
｡

3.異常がある場合、ハーネスの修理及びHUを交換

する。

23P一

端子 H I 』 M N ○

抵抗値Q 4.04～4．54 8.04～9．04

端子 H I 』 M N 0

抵抗値Q 4.04～4．54 8.04～9．04

三戸
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ヱーンチロツク・ブレーキ・システム(ABS)

ABSハイドロリック・ユニット取外し／取付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

m *
､8～21.5N･m{130～220kgf･cm}

3

ｰ

．
、
ａ
）

Y19～25{1.9 2.6｝
A

B
19～25{1.9～2.6｝

寺
シダ‐風

ノ罰

｡

ｳ、し’
一

B

揮
1

宮

*490259770B

N･m{kgf｡m}

P-24

1 コネクタ

2 ブレーキ・パイプ

3 ABSハイドロリック

ケット

･ユニツトアンドブラ

4 ブラケット

5 コネクタ

6 ABSハイドロリック・ユニット

唾取付け時の留意点
7 ブラケット



夛

動

アンチロック．ブレーキ．システム(ABS)

ABSハイドロリツク・ユニット取付け時の留意点
1.HUからのコネクタをブラケットの下側を通し

て、ABSリレーのコネクタに接続する。

2.図示Aコネクタのクリップをブラケットの穴に差

し込む。

3.ABSリレーからのハーネスを一つにまとめ、ブ

ラケットにバンドで止める。

ノック。

リレー

×

矢視×
バンド

プラ

ABSハーネスと入力信号点検

注意

oABSCUコネクタの切離し、接続はイグ

ニッション・スイッチOFFで行う。

●ABSCUコネクタにテスタ・リードを当て

る場合は、SSTを使用して行う。

1.イグニッション・スイッチOFFでABSCU

コネクタを切離し、コネクタ・ハーネスにSST

を接続する。

2.テスタ・リードをSSTに当て、下記の表を参照

して電圧、導通、抵抗を点検する。

VB:バッテリ電圧

端子 信号名 接続先
点検

項目
測定端子（測定条件） 標準値 異常時の点検箇所

A

電源

(システ

ム）

イグニッション．

スイッチ
電圧

B

電源

(リレー駆

動）

HU(モータ・リ

レー・ソレノイ

ド・リレー・コイ

ル）

導通

抵抗

G
モータ・リ HU(モ 一 タ・リ

導通

レー駆動 レー・コイル）

抵抗

A-AB

(IGSWON)

A-AB

(IGSWOFF)

B-AB

B一A

B -G･

B-AK

G-AB

G一A

B－G

V B

0V

'なし

なし

72～88Q

93～113Q

なし

なし

､72～88Q

IGSW～ABSコネクタ間

ハーネス

B～MR～VR間ハーネス、

G～MR間ハーネス

B～VR間ハーネス

モータ・リレー

バルブ・リレー

B～MR～VR間ハーネス、

G～MR間ハーネス

B～VR間ハーネス

モータ・リレー

バルプ・リレー

P－25



アンチロツク．ブレーキ・システムABS（）

V

MR:モータ・リレーVR:バルブ・リレー

P-26

端子 信号名 接続先
点検

項目
測定端子（測定条件） 標準値 異常時の点検箇所

AK
バルブ・リ

レー駆動

HU(バルブ・リ

レー・コイル）

導通

抵抗

AK-AB

AK-A

B-AK

なし

なし

93～ll3Q

B～MR～VR間ハーネス、

G～MR間ハーネス

B～VR間ハーネス

モータ・リレー

バルブ・リレー

P
自己診断

TBS

ダイァグノシス．

コネクタTBS

端子

導通

P-A B

P－A

P－ダイアグノシス

コネクタTBS端子

なし

なし

あり

P～ダイアグノシス・コネクタ

FBS端子間ハーネス

AT
自己診断

FBS

ダイアグノシス．

コネクタFBS

端子

導通

AT-AB

AT-A

AT一ダイアグノシス

コネクタFBS端子

あり

なし

あり

AT～ダイアグノシス・コネク

タFBS端子間ハーネス

X
モータ．

モニタ

HU

(ABSモータ）

電圧

導通

X - AB

(B-G間にVBをかけた

時）

X-AB

(B-G間オープン時）

X-AB

V B

0V

あり

B～MR～G，MR～（
ー

ツナ

リ、X-MR～モータ、モータ

～モータ・アース間ハーネス

モータモータ・リレー

AB

AC

AM

システム

アース（（

ワー）

システム

アース（パ

ワー）

システム

アース（シ

グナル）

アース・ポイント 導通

AB－アース・ポイント

AC一アース・ポイント

AM－アース・ポイント

AB-AD、AC-AD

AM-A D

り
り
．
り

あ
あ
あ

あり

あり

各端子～アース・ポイント間の

ハーネス

ハーネス・コネクタの

ショート・プレート

AD
ワーニン

グ・ライト

ABS

ワーニング。

ライト

導通

抵抗

AD-A B

AD- A

AD-AB(1GON)

あり

あり

V B

AD～メータ、

メータ～IGSW間のハーネ

ス、メータ

A V

ストップ．

ライト

スイッチ

ストップ．

ライト

スイッチ

電圧

AV-AB

(IGONでペダルを踏

んだ時）

AV-AB

(IGONでペダルを放

した時）

V B

0V

AD～ストップ・ライトSWの

ハーネス

ストップ・ライトSW



アンチロツク．ブレーキ・システム(ABS)

P－27

端子 信号名 接続先
点検

項目
測定端子（測定条件） 標準値 異常時の点検箇所

A J

』

左フロント

ホイール．

スピード

左フロント

ホイール．

スピード・センサ

電圧

抵抗

AJ-J

(車両停車時）

AJ-J

(ホイール1回転/1秒）

AJ-J

0V

(AC)

0.25～1．2V

(AC)

1.4～1.8kQ

センサ～ABSCUコネクタ

間のハーネス

センサ

センサの取付け状態

Ｏ
Ｎ

右フロント

ホイール．

スピード

右フロント

ホイール。

スピード・センサ

電圧

抵抗

0－N

(車両停車時）

○一N

(ホイール1回転／1秒）

O一N

0V

(AC)

0.25～1.2V

(AC)

1.4～1.8kQ

センサ～ABSCUコネクタ

間のハーネス

センサ

センサの取付け状態

K

AL

右リヤ

ホイール．

スピード

右リヤ

ホイール．

スピード・センサ

電圧

抵抗

K-AL

(車両停車時）

K-AL

(ホイール1回転/1秒）

0－N

0V

(AC)

0.25～1．2V

(AC)

1.4～l.8kQ

センサ～ABSCUコネクタ

間のハーネス

センサ

センサの取付け状態

AN

L

左リヤ

ホイール．

スピード

左リヤ

ホイール．

スピード・センサ

電圧

抵抗

AN－L

(車両停車時）

AN-L

(ホイール1回転/1秒）

AN-L

0V

(AC)

0.25～1．2V

(AC)

1.4～1.8kQ

センサ～ABSCUコネクタ

間のハーネス

センサ

センサの取付け状態

E

AG

BB

Z

BA

左フロント

保持用ソレ

ノイド・（

ルブ(E

V)駆動

左フロント

減圧用ソレ

ノイド・（

ルブ(A

V)駆動

右フロント

保持用ソレ

ノイド・（

ルブ(E

V)駆動

右フロント

減圧用ソレ

ノイド・（

ルブ(A

V)駆動

リヤ保持用

ソレノイ

ド・バルブ

(EV)駆

動

HU(左フロント

保持用ソレノイ

ド・バルブ）

HU(左フロント

減圧用ソレノイ

ド・バルブ）

HU(右フロント

保持用ソレノイ

ド・バルブ）

HU(右フロント

減圧用ソレノイ

ド・バルブ）

HU(リヤ保持用

ソレノイド

バルブ）

電圧

導通

電圧

導通

電圧

導通

電圧

導通

電圧

導通

E-AB

(B-AK間にVBをかけ

た時）

E-AB

E 一 A

E-AB

(B-AK間にVBをかけ

-た時）

AG-AB

AG-A

BB-AB

(B-AK間にVBをかけ

た時）

BB-AB

BB-A

Z-AB

(B-AK間にVBをかけ

た時）

Z-AB

Z－A

BA-AB

(B-AK間にVBをかけ

た時）

BA-AB

BA-A

V B

なし

なし

V B

なし

なし

V B

なし

なし

V B

なし

なし

V B

なし

なし

B～モータ・リレー～AK、バ

ルブ・リレー～バッテリ、バル

ブ・リレー～ソレノイド、各ソ

レノイド端子～ソレノイド間

ハーネス

バルブ・リレー

ソレノイド・バルブ



端子 信号名

リヤ減圧用

ソレノイ

Y ド・バルブ

(AV)駆

動

ヱンチロック．ブレーキ・システム(ABS)

接続先

HU(リヤ減圧用

ソレノイド．

パルプ）

点検

項目

電圧

導通

測定端子（測定条件）

Y - AB

(B-AK間にVBをかけ

た時）

Y-A B

Y-A.

P-2B

標準値

V B

なし

なし

異常時の点検箇所

B～モータ・リレー～AK，（

ルブ・リレー～バッテリ、バル

ブ・リレー～ソレノイド、各ソ

レノイド端子～ソレノイド間

ハーネス

バルブ・リレー

ソレノイド・バルブ



アンチロツク・ブレーキ・システム(ABS)

ABSコントロール・ユニット取外し／取付
け

1.助手席フロア・マットを取外す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

ABSリレー取外し／取付け
1.ABSハイドロリック・ユニットを取外す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

亀1

③

N･m{kgf｡cm}

N･m{kgf･m}

ABSリレー点検

モータ・リレー点検

ハーネスを含めた点検

1.イグニッション・スイッチOFFでABSCU

のコネクタを切離す。

2.ABSCUのコネクタにSSTを接続する。

園
⑦

3.イグニッション・スイッチをONにする。

4.コネクタのX端子の電圧を測定する。

標 準 値 O V

5.コネクタのG－B端子間に12V加えた状態でX端

子の電圧を測定する。

P-29

1 カバー

2 ABSモータ・リレー

3 バルブ・リレー

1 コントロール・ユニット・カバー

2
●

コネクタ

3 ABSコントロール・ユニット



アンチロツク．_ブレーキ・システム(ABS)

標準値VB 5.コネクタのB-AK端子間に12V加えた状態で下

記端子の電圧を測定する。

E端子

Y端子

Z端子

AG端子

BA端子

BB端子

6.異常がある時は、単体点検を行う。

単体点検

1．サーキット・テスタを使用して、各端子間の導通
を点検する。

正常状態

○一○：導通あり 標準値VB

6､すべての端子に異常がある場合は単体点検を行
う。

7.いずれかの端子に異常がある場合は、ソレノイ

ド．バルブの点検及びハーネスの点検修理を行
う。

単体点検

1･サーキット・テスタを使用して、各端子間の導通
を点検する。

A cA

田。図B

D BD 正常状態

○一○：導通あり

バルブ・リレー点検
ハーネスを含めた点検

1.イグニッション・スイッチOFFでABSCU
のコネクタを切離す。

2.ABSCUのコネクタにSSTを接続する。 2異常がある時は、バルブ・リレーを交換する。
3.異常がない時はハーネスの修理を行う。

田
。

Ａ

Ｂ

CA

団C

BD

3.イグニッション・スイッチをONにする。
4.コネクタの下記端子の電圧を測定する。

E端子

Y端子

Z端子

AG端子

BA端子

BB端子

標準値0V

P-SO

端子 A B C ，

通常状態 ○一一 － ○

B－C間に12Vかけた

時

○-－ 一一○

端子 A B C ，

通常状態 ○一 － ○

B－C間に12Vかけた

時

○一 -－○



アンチロック．ブレーキ．システム(ABS)

ABSホイール．スピード．センサ（フロント）取外し／取付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

荷~､~Q)

al(FW

1 コネクタ

2 ボルト

ABSホイール・スピード・センサ（フロン
ト）点検
取付状態の点検

1.ホイールアンドタイヤを取外す。

2.取付けにゆるみ、ガタ、センサ本体に変形がない

か､・ABSセンサ・ローダに変形、歯欠けがない

か目視点検する。

3.不具合があれば交換する。

すきま点検

●ABSセンサ・ローダとABSホイール・スピー

ド・センサ間のすき間を確認する。

すき間

0．3～1．1mm

1.9～2.6｝

N･m{kgf｡m}

3 ABSホイール・スピード・センサ（フロント）

ABSホイール・スピード・センサ

すき間

へ

ABSセンサ・ローダ

抵抗値点検

･サーキット・テスタを使用して、ABSセンサの

端子間の抵抗を測定する。

標準値

1．4±1．8kQ

出力電圧点検

1.車両をジャッキ・アップし、安全スタンドで支え
る。．

P-31



アンチロック・ブレーキ・システム(ABS)

2.点検するセンサのコネクタを切離し、サーキッ

ト・テスタをAC(交流）レンジにしてセンサの

端子電圧が測定出来るようにセットする。

3.車輪を手で回し、回転速度が1秒間に1回転程度
になるようにする。このときの端子間電圧が以下
の範囲にあるか点検する。

出力電圧波形点検

1.車両をジャッキ・アップし、センサのコネクタに

オシロスコープを接続する。

2.車輪を手で回しながら、出力電圧波形を点検す
る。

3.波形に乱れ、欠けがある場合はセンサ・ローダを

出力電圧値

0.25～1.2V(ACレンジ）

点検する。

十

4.異常があればABSホイール・スピード・センサ
を交換する。 V

(AC)

ABSホイール・スピード・センサ（リヤ）取外し／取付け
1.左側センサを取外す場合はフイラ・パイプ、プロテクタを取外す。
2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

ー一

■■■■■

生丹ヲ
低速

③16~22{1.6~2.3｝

夢 ハ／ 〃

鏡I
｡

◎

二一一プノ
－

P

と､〆ク

’
一

全

グ
I

@

③
16～22{1.6～2.3｝

、 廷 =

1 コネクタ 3 ボルト

N･m{kgf｡m)

2 マッド・ガー ド 4 ABSホイール・スピード・センサ（リヤ）

ABSホイール・スピード・センサ（リヤ）
点検

●フロント・センサと同じ手順で点検する。（参照：

アンチロック．ブレーキ・システム(ABS)、

ABSホイール・スピード・センサ（フロント）
点検）

P-32
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自己診断機能

自己診断機能

アンチロック・ブレーキ・システム

サービス・コード点検手順

ABSワーニング・ライト使用時

注意

・故障の原因となるため、ダイアグノシス・コネ

クタの短絡位置を絶対に間違えないこと。

1.ジャンバ・ワイヤを使用してダイアグノシス・コ

ネクタのTBS端子をGND端子に短絡する。

2.イグニッション・スイッチをONにする。

3.約3秒間ABSワーニング・ライト点灯後、サー

ビス・コードの出力が開始される。

4.ABSワーニング・ライトの点滅回数を読み取

る。正常な場合、ABSワーニング・ライトは点

滅しない。

G

鵬
…

ジャンパ

参考

･イグニッション・スイッチON後、約3秒間点

灯しその後2秒間消灯して、表示を始める。

●イグニッション・スイッチON後に、TBS端

子をGNDに短絡した場合、上記の約3秒間の

点灯は省略される。

●現在故障が発生している場合、ABSワーニン

グ・ライトは点灯したままとなり、点滅による

サービス・コードの表示を行わない。その場合

はSSTまたはサーキット・テスタを使用して

点検する。

5.サービス・コードが表示される場合は、サービ

ス・コード別点検に従って不具合箇所を修復す

る。

6.故障修復後はメモリされているサービス・コード

を消去する。（参照：自己診断機能、アンチロツ

ク・ブレーキ・システム修理後の手順）

7.1.で短絡させたジャンバ・ワイヤを取外す。

SST(NGS，DT-S1000)使用時

1.SSTをダイアグノシス・コネクタに接続する。

N GS使用時 』

■K0I目I壇O脚
｡■

ダイァグノシス．

コネクタ

DT JUU便一一

4901
己､聖、川

参考

●SSTの操作手順は、備え付けの取扱説明書に

従う。

2.サービス・コードを点検する。正常な場合は、

「コードヲジユシンシテイマセン(NGS)/

サービス・コードの発生はありません(DT-S

1000)」と表示される。

参考

･「テスト／キノウジッコウフカノウ(NG

S)/システムが異常です(DT-S1000)」

と表示される場合は、備え付けの取扱説明書を

参照する。

3.サービス・コードが表示される場合は、サービ

ス・コード別点検に従って不具合箇所を修復す

る。

4.故障修復後はメモリされているサービス・コード

を消去する。（参照：自己診断機能、アンチロッ

ク・ブレーキ・システム、修理後の手順）

5.SSTを取外す。

SST(ディスク・モニタ）使用時

1.SSTをダイアグノシス・コネクタに接続し、黒

いクリップをボデー・アースする。

E農■日【0Ⅲ：

シス。
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2.SST(ディスク・モニタ）のセレクト・スイッ
トをAにセットする。

3$SST(システム・セレクタ）のダイヤル・ス
イッチを3に、テスト・スイッチをSELF-
TEST側にセットする。

4.イグニッション・スイッチをONにする。
5.約3秒間ブザーが鳴り、5秒間88が点滅すること
を確認する。正常な場合はその後、00が表示され
る。

サーキット・テスタ使用時

注意

・故障の原因となるため、ダイアグノシス・コネ
クタの短絡位置を絶対に間違えないこと。

1.ジャンバ・ワイヤを使用してダイアグノシス・コ

ネクタのTBS端子をGND端子に短絡する。
2.ダイアグノシス・コネクタFBS端子にサーキッ

ト・テスタ(20Vレンジ）の（－）側リード棒を、
バッテリの（＋）端子に（＋）側リー膜棒を接続す
る。

一口

参考

●88が点滅しない時は、ダイアグノシス・コネク
タ+B端子とそれに関係するハーネスおよびコ
ネクタを点検する。

o88がブザーと共に20秒以上点滅する時は、AB
Sコントロール・ユニット(ABSCU)A
T端子～ダイアグノシス・コネクタ間ハーネス
の短絡を点検する。ハーネスに異常がない時
は、ABSCUを交換して、再度点検する。

ジ

¥I)

G

6･サービス・コードが表示される場合は、サービ
ス・コード別点検に従って不具合箇所を修復す
る。

7.故障修復後は、メモリされているサービス．コー

ドを消去する。（参照：自己診断機能､アンチロッ

パツテル（＋）端子へ

3.イグニッション・スイッチをONにする。
4.約3秒間、サーキット・テスタはバッテリ電圧を
指示し、その後0Vを指示する。

5.サーキット・テスタの針の振れからサービス・

コードを読み取る。正常な場合、針は振れない。
6.サービス・コードが表示される場合は、サービ
ス・コード別点検に従って不具合箇所を修復す
る。

7.故障修復後は、メモリされているサービス・コー

ドを消去する。（参照：自己診断機能、アンチロッ
ク・ブレーキ・システム、修理後の手順）

8.サーキット・テスタとジャンバ・ワイヤを取外
す。

一

ク・ブレーキ・システム、修理後の手順）
8.SSTを取外す。

、
心
個
１
ノ
〆

尋‘塒
勢・鼻

員
脅
母
寮
撃

号

Ｏ
Ｑ
■
９
‐
Ｕ
や
｝
・
旬
、
・
ザ
＃
■
■
夕
．
‐

魚
抵
鑪
謬
篠
裂
瀞
“

今
９
ざ
、
‐
，
屯

一
一
昼
瞑
〔
Ｂ
ａ
岾
酔
垂
字
ジ

●
‐
．

■
△
」
巳

P－34



自己診断機能

サービス・コード一覧表

*零
Q＆
1

V

雲
少
◆

一
小
一～
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No. 出力パターン 診断系統

05 川Ⅲ－」 ストップ・ライト・スイッチ

11 n1_1 右フロントABSホイール・スピード・センサ

12 rLmL－［ 左フロントABSホイール・スピード・センサ

13 rum_」 右リヤABSホイール・スピード・センサ

14 、」Ⅲ－」 左リヤABSホイール・スピード・センサ

15 、ⅢⅢL」 4輪いずれかのABSホイール・スピード・センサ

22 nnll｢
●

右フロント減圧用ソレノイド・バルブ

23 ml｣mL－I 右フロント保持用ソレノイド・バルブ

24 左フロント減圧用ソレノイド・バルブ

25 ｣TLIIⅢ－－「 左フロント保持用ソレノイド・バルブ

26 ｣－1~LⅢⅢ－｣ リヤ減圧用ソレノイド・バルブ

27 muⅢⅢL」 リヤ保持用ソレノイド・バルブ

41 右フロントABSホイール・スピード・センサ

42 nmTUI-「 左フロントABSホイール・スピード・センサ

43 nmTUⅢ－」 右リヤABSホイール・スピード・センサ

,､44 ｣~1~I~ruⅢ－I 左リヤABSホイール・スピード・センサ

51 j~I~I~n~ULJ パルプ・リレー

53 州
ABSモータ

モータ・リレー

61 ABSコントロール・ユニット

63 バッテリ電源、アース



修理後の手順

メモリ消去手順

自己診断機能

注意

●故障の原因となるため、ダイアグノシス・コネ
クタの短絡位置を絶対に間違えないこと。

1.ダイアグノシス・コネクタのTBS端子とGND
端子を短絡する。

2.イグニッション・スイッチをONにする。
3.記憶されているサービス・コードをすべて出力す

る。

4.故障診断モーFのままで、再度最初のコードが出
力されるのを確認して、ブレーキ・ペダルを1秒
以内の間隔で10回踏む。

5.イグニッション・スイッチをOFFにし、TBS
端子とGND端子の短絡を外す。

参考

・サービス・コードは次の場合、消去されない。
1．ブレーキ・ペダルを踏む間隔が1秒を超え

る場合。

2．ストップ・ライト・スイッチが故障してい
る場合。

oABSホイール・スピード・センサ、ABS
モータ系の故障修復後は、一度イグニッショ
ン・スイッチをOFFにして、lOkm/h以上で

走行するまでABSワーニング・ライトは点灯
している。
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自己診断機能

サービス・コード別点検

注意

●ABS

●ABS

CUコネクタの切離し、接続はイグニッション・スイッチOFFで行う。

CUコネクタのテスタ・リードを当てる場合は、SST(49FO66002)を使用して行う。

。
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サービス・コード番号

05
ストップ・ライト・スイッチ・ハーネス系統

検出条件 ストップ・ライト・スイッチ系統の断線を検出した時

考えられる原因 ● ストップ ●
■ ライトまたはストップ・ライト・スイッチ～ABSCU間ハーネス不良

ｽテップ 点検 処置

1 ストップ・ライトまたはストップ・ライト・ス

イッチーABSCU間のハーネスに断線がある

か

Yes

No

ハーネスを修理する

次のステップに進む

2 他の故障が修理完了でサービス・コード消去後、

再度点検を行った時サービス・コード05が表示さ

れるか

Yes

No

ABSCUを交換する

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

サービス・コード番号

11，12，13，14
ABSホイール・スピード・センサ/ABSセンサ・ローダ系統

検出条件
センサ系統の断線、電源短絡

センサ出力値異常を検出した時

考えられる原因 ● ABSホイール・スピード・センサ断線、短絡
ステップ 点検 処置

1 コネクタ、ピンの接続不良、かん合不良はないか Yes

No

次のステップに進む

不良箇所を修理、交換する

2 ABSCU～スピード・センサ間のハーネスに断

線、電源短絡はないか

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスを修理する

3 ABSホイール・スピード・センサの抵抗値、出力

電圧は正常か

標準値抵抗値：1.4～1.8kQ

出力電圧値：0.25～1.2V(ACレンジ）

(1回転／秒時）

Yes

No

次のステップに進む

ABSホイール・スピード・センサを交換する

4 他の故障が修理完了で故障コード消去後、車速10

km/hを超える速度で走行した後に、再度点検を行っ

たときサービス・コード11～14が表示されるか

Yes

No

ABSCUを交換する

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する



自己診断機能

P-38

サービス・コード番号

15 ABSホイール・スピード・センサ/ABSセンサ・口一夕系統

検出条件 センサ出力値異常を検出した時

考えられる原因
●
●
●

ABSセンサ・ローダ歯欠け

センサの取付け異常

異径タイヤ装着
ステップ

点検 処置
1

坐鞠て汀して可しについ~Lサーヒス・コード11～14と同じ点検を行う

サービス・コード番号

22，23，24，25，26，27
ソレノイド・パルプ系統

検出条件 ソレノイドのOFF/ON指令に対し、モニタ信号が一致しない時

考えられる原因 ●ソレノイド・バルブの断線、短醗各
ステップ

点検 処置
1 コネクタ、ピンの接続不良、かん合不良はないか Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する
2 HUソレノイド・バルブ（バルブ、リレーを含めた

点検）を行なう。

結果は正常か

Yes

No

ステップ5に進む

次のステップに進む

3 HUソレノイド．バルブの点検をする、結果は正常か
標準抵抗値:AV4．04～4.54Q

EV8.04～9．04Q

Yes

No

次のステップに進む

HUを交換する

4 HU～ABSCU間のハーネスは正常か Yes

No

次のステップに進む

ハーネスを修理、交換する
5 他の故障が修理完了で故障コード消去後、再度点検

を行ったときサービス・コード22，23，24，25
26,27が表示されるか

Yes

No

ABSCUを交換する

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する



自己診断機能

参考

･サービス・コード41～44の故障を修理した場合、IGSWONしてもABSワーニング・ライトが消
灯しない場合があります。この場合車両を10km/h以上の速度で走行させABSワーニング・ライトが消灯
することを確認した後、サービス・コードの消去を行って下さい。
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サービス・コード番号

41，42，43，44
ホイール・スピード・センサ／センサ・ローダ系統

検出条件 センサ系統のGND短絡、センサ信号の出力異常を検出した時

考えられる原因

●
●
●
●

ABSホイール・スピード・センサ系GND短絡

ABSセンサ・ローダ歯欠け、変形

センサの取付け異常

HUの減圧不能
ｽテップ 点検 処置

1 コネクタ、ピンの接続不良、.かん合不良はないか Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する
2 ABSCU～スピード・センサ間のハーネスにG

ND短絡はないか

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスを修理する

3 ABSホイール・スピード・センサの抵抗値、出力電

圧値は正常か

標準値：抵抗値 ：1．4～1．8kQ

出力電圧値：0.25～1.2V(ACﾚﾝ）

(1回転／秒時）

Yes

No

次のステップに進む

ABSホイール・スピード・センサを交換する

4 ABSセンサ・ローダに歯欠け、変形はないか Yes

No

次のステップに進む

ABSセンサ・ローダを交換する

5 ABSハイドロリック・ユニットは正常か Yes

No

次のステップに進む

HUを交換する
6 他の故障が修理完了で故障コード消去後、車速10

km/hを超える速度で走行した後に、再度点検を行っ

たとき、サービス・コード41～44が表示されるか

Yes

No

ABSCUを交換する

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する



自己診断機能

春

llj

参考

・サービス・コード53の故障を修理した場合、修理後、イグニッション・スイッチをONにしてもABS
ワーニング・ライトが消灯しない場合があります。この場合は、車両をlOkm/h以上の速度で走行させ、A
BSワーニング・ライトが消灯（故障修理完了）することを確認した後、サービス・コードの消去を行っ
て下さい。
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サービス・コード番号

51 バルブ・リレー系統

検出条件 b個めつハルフ系研のうち3個以上の異常を桧出した時

考えられる原因 ●ハルフ･リレー系断線、短絡、接点溶着
ステップ

点検 処置
1 ABSフユーズ(20A)は正常か Yes

No

次のステップに進む

フューズを交換する
2 バルブ・リレーのハーネスを含めた簡易点検をす

る、結果は正常か

Yes

No

ステップ4に進む

次のステップに進む
3 バルブ・リレー単体は正常か Yes

No

ハーネスを修理、交換する

ABSリレーを交換する
4 他の故障が修理完了で故障コード消去後、再度点検

を行ったときサービス・コード51が表示されるか

Yes

No

ABSCUを交換する

ハーネスおよびコネクタの－時的な接触不良

不具合原因を究明する

サービス・コード番号

53 ABSモータ、 ABSモータ・リレー系統 ●

検出条件 apo七一〆、リレーのoN/OFF指令に対し‐モー々・干二々信号荊一皷I､ナ伊1.,陸

考えられる原因 ロ
●

a、、セータ回看、作動不 艮

ABSモータ/ABSモータ・リレー系の断總楯越建占猿善
ｽテップ

点検 処置
1 1GスイッチOFFの状態でABSモータが回転

しているか
●

ロ

Yes

No

ABSリレーを交換する

次のステップに進む
2 フユージブル・リンクは正常か Yes

No

次のステップに進む

フユージプル・リンクを交換する
3 ABSモータ・リレーのハーネスを含めた点検裳

する、結果は正常か

Yes

No

ステップ7に進む

次のステップに進む
4 ABSモータ・リレー単体は正常か Yes

No

ハーネスを修正、交換する

モータ・リレーを交換する
5 ABSモータのハーネスを含めた点検をする、結

果は正常か

標準抵抗値:1Q以下

Yes

No

ステップ7に進む

次のステップに進む

6 ABSモータ単体は正常か Yes

No

ハーネスを修理、交換する

HUを交換する
7

他の改障が修理完了で故障コード消去後、車速10

km/hを超える速度で走行した後に、再度点検を
行ったときサービス・コード53が表示されるか

Yes

No

ABSCUを交換する

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する
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サービス・コード番号

61
ABSコントロール・ユニット系統

検出条件 自己診断プログラムにより異常を検知した時

考えられる原因 ● ABSコントロール・ユニット内部故障
ｽテップ 点検 処置

1 コネクタ、ピンの接続状態、かん合状態の点検を行
＝

つ

正常か

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

2 他の故障が修理完了で故障コード消去後、再度点検

を行ったときサービス・コード61が表示されるか

Yes

No

ABSCUを交換する

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

サービス・コード番号

63
電源、アース系統

検出条件 IGの電圧監視で低電圧を検出した時

考えられる原因

●

●
●

アース～ABSCU間ハーネスの不良

バッテリ～ABSCU間ハーネスの不良

バッテリの劣化
ステップ 点検 処置

1 エンジン始動時のバッテリ端子電圧は正常か Yes

No

次のステップに進む

バッテリを充電または交換する
2 バッテリ端子のゆるみはないか Yes

No

次のステップに進む

バッテリ端子を締める
3 ABSCUコネクタの電源(A端子)GND

(AB端子）のコネクタ、ピンの接続状態、かん

合状態を点検する

こじり、緩みはないか

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理する

4 エンジン始動時のABSCUコネクタ電源(A

端子）とGND(AB端子）間の電圧を点検する

標準値VB

Yes

No

次のステップに進む

電源ハーネスまたはアース・ハーネスを修理する

5 他の故障が修理完了で故障コード消去後、車速6

km/hを超える速度で走行した後に、再度点検を

行ったときサービス・コード63が表示されるか

Yes

No

ABSCUを交換する

バッテリ電圧の一時的な低下が考えられる

頻発する場合は、バッテリの容量を点検する
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トラブルシューティング

トラブルシューティング

アンチロツク・ブレーキ・システム

始めに

●セクションGIを参照して、トラブルシューティングの基本的な進め方を確認してください。
・本編「トラブルシューティング」に取り掛かる前に「自己診断点検」を行ってください。サービス．
確認される場合は「サービス・コード別点検」の手順に従って点検を進めてください。

コードが

整備上の注意

ABSの点検・整備時には以下の点に注意してください。

1.ジャッキ．アップ、スタック、シャシ．ローラ等によるリヤ・ホイールだけを20秒以上回転させるとABS
ワーニング・ライトが点灯し、イグニッション・スイッチをOFFにするまで点灯したままとなります。この
場合、再度イグニッション・スイッチをONにした時にABSワーニング・ライトが点灯し、10km/h以上の
速度で走行させた時に消灯すればABSは正常です。しかし、ABSコントロール・ユニットは過去故障とし
てサービス・コード42（左フロントスピード・センサ）をメモリしますので、以下の手順に従って消去して下
さい。

（1）自己診断機能を起動し、サービス．．－Fを表示させる。
（2）コード42だけが表示された場合は、それを消去する。

（3）コード42と他のコードも表示された場合は、他のコードについて故障原因を究明、修理した上で消去す
る。

-2.ABSワーニング・ライトは以下の条件で走行すると点灯することがあります。この場合、ABSは正常で
す。作業する前にワーニング・ライトが点灯した状況を問診し判断してください。
oパーキング・ブレーキを充分に戻さないままでの走行時
･ブレーキを引きずっている状態
・急加減速

・左右または前後（タイヤ・ラベルに記載してある以外のサイズ）が異なるタイヤ（径、空気圧、摩耗状
態）

3.バッテリ電圧(ABSCUのA端子の電圧）が約10V以下になるとABSワーニング・ライトが点灯し、A
BSは作動しません。この際、バッテリ電圧が10V以上に上昇するとワーニング・ライトは消灯し、ABSは
通常制御に戻ります。

また、この電圧低下が車速6km/h以上の時に発生するとABSCUはサービス・コード63をメモリします。
4.整備時などでABS関係のコネクタを外したままでイグニッション・スイッチをONすると、断線と判断し、
故障が記憶されますので、注意してください。

5.ABSは電気部品と機械部品とで、構成されています。そこで、故障診断は電気系統と油圧系統に分類して考
える必要があります。

（1）電気系統の故障について

●ABSコントロール・ユニット(ABSCU)にはセルフ・ダイアグノシス（自己診断）機能があ
り、この機能により電気系統の故障が発生した場合、ABSワーニング・ライトを点灯させます。また
過去に発生した故障、または現在発生している故障をABSCUに記憶する機能を持っており、この
機能により点検時に再現しない故障を発見することができます。ダイアグノシス・コネクタのTBS端
子とGND端子を短絡する、あるいはSSTを接続することでイグニッション・スイッチON後、約5
秒で記憶している故障内容を順番に表示します。ABSの故障原因の探究はこの自己診断結果を基本に
進めて下さい。

・不具合現象が過去に発生し、現在は正常である場合、ハーネス系の一時的な接触不良が有力な原因で
す。ABSCUは正常な場合が多いので注意して原因究明を行ってください。

●整備完了時点で、ABSCUに記憶されている過去のサービス・コードを消去する必要があります。
忘れないように注意してください。また、ABS関連部品を交換した場合も整備完了時点でサービス・
コードが表示されないことを確認してください。
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●ABSホイール．スピード・センサおよびABSモータ、ABSモータ・リレー関係の修理を完了した
後、イグニッション・スイッチをONにしてもABSワーニング・ライトが消灯しない場合がありま
す。この場合は、車両をlOkm/h以上の速度で走行させ、ABSワーニング・ライトが消灯（故障修理完
了）することを確認した後、サービス・コードの消去を行ってください。

●ABSCUの保護のため、ABSCUコネクタの切離し、接続はイグニッション・スイッチOFF
で行ってください。

o端子の保護およびショート・バー解除のため、ABSCUコネクタにテスタ・リードを当てる場合
は、SSTを使用して行ってください。

(2)油圧系統の故障について

●油圧系統の故障は、ノーマル・ブレーキの場合の故障と同様な現象が現れますが、ABS構成部品の故
障かノーマル・ブレーキ部品の故障か判断する必要があります。

oABSハイ隙ロリック・ユニットには、精密な機械部品が内蔵されているため、ゴミ等が侵入すれば機

械内故障が発生し、ABSが作動しなくなる可能があります。またノーマル・ブレーキは作動するがA

BSが作動し･ないという場合の故障箇所の発見が極めて難しくなることも考えられます。そこでブレー

キ・フルードの交換やパイプの脱着等ABSを整備するときは、異物の混入等に対して十分注意しなが
ら行ってください。

不具合現象一覧表

(ABS付き車）

不具合現象別故障診断

ひー
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No. 不具合現象

1 IGSWONでABSワーニング・ライトが点灯しない

2 IGSWON後、2～4秒経過してもABSワーニング・ライトが継続して点灯する
3 IGSWON後、停車状態でABSワーニング・ライトが点滅する

4 走行中ABSワーニング・ライトが点灯し、IGSWOFFするまで点灯したまま
5 ABSワーニング・ライトが走行中、停車中にかかわらず点灯したり消灯したりする
6 ABSワーニング・ライトが正常を示しているにもかかわらずシステムに異常が認められる

1 IGSWONで、ABSワーニング・ライトが点灯しない

考え方

●
●

ワーニング・ライト（メータ内）の故障

ワーニング・ライト・ハーネスの断線

ステップ 点検 処置

1 IGSWONで、他のインジケータ・ライト

は点灯しているか

Yes

No

サービス・コードがメモリされていないか確認し、

メモリされている場合は後で修理する

次のステップに進む

メータ系統を点検する

2 ABSCUコネクタを切離し、IGSWを○

Nにする

ABSワーニング・ライトは点灯するか

Yes

No

次のステップに進む

ステップ5に進む

3 ABSCUコネクタを接続し、IGSWを○

Nにする

ABSワーニ．ング・ライトは点灯するか

Yes

No

コネクタの一時的な接触不良

ABSCUコネクタおよびABSCUの端子を

点検する

次のステップに進む

4 ABSCUコネクタのAD端子が変形している

か

Yes

No

ハーネスを修理または交換する

ABSCUを交換する

5 ABSCUコネクタを切離した状態で、ハーネ

ス・コネクタのAD端子をボデー・アースする

ABSワーニング・ライトは点灯するか

Yes

No

次のステップに進む

ステップ7に進む
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ステップ
点検 処置

6 ABSCUコネクタを切離した状態で、ハーネ

ス・コネクタのAC端子とボデー・アース間の導
通を点検する

導通はあるか

Yes

No

コネクタを修理または交換する

ハーネスを修理または交換する

7 ABSワーニング・ライト・バルブが断芯してい
るか

Yes

No

バルブを交換する

次のステップに進む
8 ABSCUコネクタを切離した状態で、ハーネ

ス・コネクタのAD端子とメータのコネクタの導
通を点検する

導通はあるか

Yes

No

メータを点検する

ハーネスを修理または交換する

2
0画ovvUN便、こ～4秒経燗してもABSワーニソ〃・ニイL去悩嘩鐸lテ告,しT÷=

~コヘノ』

●ABSCU電源電圧が低い

●
●
ABSワーニング・ライト・ハーネスのGNDショート
メータの故障

oABSCUが故障を検出していろ

ステップ
点検

処置
1 ABSCUコネクタが確実に接続されているか Yes

No

ステップ3に進む

コネクタを正しく接続し、次のステップに進む
2 1GSWをONにする

2～4秒後にABSワーニング．

るか

ライトが消灯す

申 ●

Yes

No

コネクタの一時的な接触不良

ABSCUコネクタおよびABSCUの端子を
点検する

次のステップに進む
3 サービス・コード点検を行う

サービス・コードはメモリされているか

Yes

No

該当するサービス・コード別点検を行う

次のステップに進む
4 ハツテリ電圧は正常か Yes

No

次のステップに進む

バッテリおよび充電系統の点検を行う
5 エンジンアイドリング時、電気負荷(A/C，

ヘッド・ライト等）をかけた状態でバッテリ電圧
は正常か

Yes

No

次のステップに進む

充電系統（ドライブ・ベルト張力、オルタネータ
等）の点検を行う

6 ABSCUコネクタを切離してSST(49FO66

002)を接続する(AD端子～ボデー・アース間が
オープンになる）

IG SWをONでABSワーニング．

消灯しているか

ライトは

Yes

No

ABSCUを交換する

ABSCU(AD端子）～メータ間のハーネスの

GNDショートを点検・修理する

3 IGSWON後、停這ﾕ祇恋~CA巳ごワーニング・ライトが点滅する

己ウーグゴ

●ABSCU電源電原が低い（（､ｿ手1)妊雷犀雷箔ハー受ヲ'了､澤堕 ●〃－－－Ⅱ、

ステップ
点検

処置
1 サービス・コード点検を行う

サービス・コードはメモリされているが

Yes

No

該当するサービス・コード別点検を行う

次のステップに進む
2 ハツテリ電圧は正常か Yes

No

次のステップに進む

バッテリおよび充電系統の点検を行う
3

エンツンアイドリング時、電気負荷(A/C、

ヘッド・ライト等）をかけた状態でバッテリ電圧
は正常か

Yes

No

ABSCU電源ハーネスの点検を行う

充電系統（ドライブ・ベルト張力、オルタネータ

等）の点検を行う
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4 走行中ABSワーニング・ライトが点灯し、IGSWOFF寸潟主で点灯したまま

考え万

●ABSCUが故障を検出している
ステップ 点検 処置

1 サービス・コード点検を行う

サービス コードはメモリされているか

Yes

No

該当するサービス・コード別点検を行う

次のステップに進む
2 ABSCUコネクタが確実に接続されているか Yes

No

ABSCUを交換する

コネクタの一時的な接触不良

ABSCUコネクタおよびABSCUの端子を

点検する

5 ABSワーニング・ライトが走行中、停車中にかかわらず点灯したり消灯したりする
考え方

●
●

ABSワーニング・ライト・ハーネスのGNDショート

メータの故障

ｽテップ 点検 処置

1 サービス・コード点検を行う

サービス・コードはメモリされているか

Yes

No

該当するサービス・コード別点検を行う

ABSCU(AD端子）～メータ間のハーネスの

GNDショートを点検・修理する

6 ABSワーニング・ライトが正常を示しているにもかかわらずシステムに異常が認められる
考え方

● システムの機械的故障

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 サービス・コード点検を行う

サービス・コードはメモリされているか

Yes

No

該当するサービス・コード別点検を行う

次のステップに進む

2 サービス・コード点検を行う

ハイドロリック・ユニットの作動点検を行う

点検結果は正常か

Yes

No

ノーマル・ブレーキ系統を点検する

異常箇所を修理または交換する


